
 

参加者（有志）の皆さんとプロジェクトを計画する “Oji Homies 

Meeting #02” の第 3 回ワークショップを開催しました。今回は、

第 2 回で立ち上げたチームごとに、検討した企画をブラッシュアッ

プしました。第 4 回の発表やトライアルの実施に向けて、これから

準備を進めていく段階ですが、その内容をご紹介します！ 

１）前回のふり返り｜第 2 回ワークショップでは、参

加者の皆さんの「やってみたいこと」をもとに、４つの

活動テーマ（キッズ・ライフスタイル・ウェルネス・ア

クティブライフ）を設定しました。それぞれ、興味のあ

るテーマごとに分かれてチームを作り、中央公民館跡

地で「どんなことをするか」「いつ頃実施するか」「誰と

一緒にするか」「準備のスケジュール」等について話し

合いました。 

２）プロジェクトチームごとのワーキング｜前回に引

き続き、プロジェクトチームごとに話し合いながら、企

画をブラッシュアップしました。トライアルを実施す

るチームは、必要な準備物や実施までの段取り等、詳細

についても検討しました。 

３）第４回に向けての準備｜第４回ワークショップで

は、参加者の皆さんに各チームで検討してきたプロジ

ェクトを、地域の方々や関心のある方に向けて発表し

ます！プロジェクトのねらいや取り組むこと等、伝え

たいことを整理し、発表の準備を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≡≡≡≡≡≡≡≡≡第３回開催概要≡≡≡≡≡≡≡≡≡ 

〈日時〉2024 年 1 月 13 日（土） 

10：00〜12：00 

〈場所〉リーベル王寺東館５F 

〈参加者〉12 名 

第１回 公民館跡地でやってみたいことを考える 

〜 これまでの WS の流れ 〜 

第２回 『やってみたい』ことを実現するための 

チームづくり、プロジェクトの検討 

第 3 回 プロジェクトのブラッシュアップ、 

    発表に向けた準備 

第４回 WS 参加者によるプロジェクトの発表、 

    参加・協力してくれる人の募集 

武田先生からのアドバイス 〜 第 4 回の発表に向けて 〜 

▶他の人にプロジェクトを伝えるときは、”5W1H”を意識してみよう! 

これから、第 4 回の発表内容を考えていくうえで “5W1H” を大切にし

てほしいと思います。いつやるのか、どこでやるのか、誰がやるのか…

を考えていくと、他の人にも伝わりやすい発表内容になると思います。 

その中でも、特に“Why（なぜ）”の部分は、他人にこのプロジェクトを

伝えるメッセージになるので、しっかり考えてみてください！ 

武田 重昭 先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「KIDS A.R.E.」チーム｜プロジェクトタイトル「子どもたちに笑顔を！」 

▶企画の概要 

 

 

 

 

・ashita。チーム（ライフスタイルチーム）と連携して、達磨寺でトライアルを実施します。 

 

▶準備するもの 

・ハンドボール（学校で余っていないか調べ、無ければ購入を検討） 

・だるまさんがころんだで使うストップウォッチ 

・読み聞かせをするときに、子どもたちに座ってもらうシート 

 

▶今後の展開 

・3 月のトライアルをまずはやってみて、その結果から、 

大きいことだけではなくて、小さいことだけれども、 

行ったらいつも何かやっているような広場にできる 

ようにしたいと考えています！ 

 

 

まずは、３月に達磨寺で、 

・絵本の読み聞かせ  ・だるまさんがころんだ  ・アート 

・ハンドボール（ストラックアウト、プレー動画を観てもらう) をやってみます！ 

 

「ashita。」チーム｜プロジェクトタイトル「ashita。プロジェクト」 

▶企画の概要 

 

 

 

▶チーム名の由来 

・「明日また会おうね！」と言い合えるような場所を作っていきたい、という思いを込めて、チーム名を

決めました。最後の「。」（マル）は、繋がりの輪と王寺町の「O」（オー）をかけています！ 

▶準備するもの 

・読み聞かせの絵本、ブルーシート 

・WS 用の画材（画用紙、クレヨン）、机など 

・WS に参加してくれた子どもたちにクッキー

のプレゼント 

▶今後の展開 

・今後、手作りお菓子の販売や、お茶会、謎解

きゲームなどをやってみたいと考えていま

す。そのスタートとして、3 月のトライアル

に取り組みます。 

 

 

ストラックアウト 読み聞かせ 

まずは、３月に達磨寺で、 

・絵本の読み聞かせ  ・お話づくりワークショップ をやってみます！ 

 



 

アクティブライフチーム｜プロジェクトタイトル「大和川で何ができるかな？社会実験」 

▶企画の概要 

 

 

・SUP などのウォーターアクティビティ、乾パンのアレンジレシピ、瞑想体験…など、やりたいことが 

たくさんあるので、ブラッシュアップしたいと思います。 

・今も河川敷は使われていますが、もっとできることがあるんじゃないか？と思っています。そこで、私

たちで先にできることをやってみて、その様子を見た人からどんどん活動が広がるようなプロジェクト

にしたいです！ 

 

▶今後の展開 

・公民館跡地は、河川敷を楽しく使うための備品貸出や使

い方を例示する場所になれば良いなと考えています。 

・誰もが自律的に大和川や河川敷を使いこなせるように、

様々なアクティビティを実施するイベントを開催したい

と考えています。 

・今回のピクニックはそのイベント開催に向けて、まずは

クローズに開催していきたいと思います。 

まずは、5 月に大和川河川敷で、ピクニック をやってみます！ 

 

「しんどくない運動をやろう！」チーム｜プロジェクトタイトル未定 

▶企画の概要 

 

 

・この公民館周辺は砂地になっているので、地震が起きた時に液状化現象が起こり、道路が遮断されてし

まう可能性があります。その時に、やはり「横のつながり」が大切で、お隣に誰が住んでいるか、顔見

知りになっておく必要があると考えました。 

・そのために、1 番簡単なのは体操！ラジオ体操も良いけど、やっぱり王寺町は「やわらぎ体操」じゃな

いでしょうか？リーベルの会場なら、沢山の人を呼んでできるんじゃないか？と思いました。 

 

▶今後の展開 

・やわらぎ体操だけでは、中々人を集めることは難しいので、 

自治会やサークルの方と連携して、やわらぎ体操を広め 

たいです。 

・保健センターの方に講師として来てもらい、レクチャー 

していただくことも考えています。 

・お子さんにも来てほしいので、雪丸の着ぐるみと一緒に 

体操できる、といった楽しい企画を考えていきたいです。 

 

 

 

 

まずは、リーベル王寺で、やわらぎ体操講座 をやってみます！ 

 



 

▶ 1 回の大成功よりも、小さな成功体験と失敗をた

くさん集める｜3 月 10 日には、2 チーム合同でトラ

イアルを開催されるということで、そちらも大変楽

しみにしています。そこでアドバイスがあるとすれ

ば、「大成功を目指さない」ことです。小さな成功体

験がたくさん積み重なる方が大切で、失敗した方が

学ぶことが多いので、むしろ良いですよね。課題点、

解決点がたくさん集まるようなトライアルになると

良いんじゃないかなと思います。 

それから、「継続こそ力なり」と思います。活動がし

んどいと続かないので、どのぐらいの力の入れ具合

で、どのぐらい走れるのか、その辺りの力加減も、身

体感覚として身につけていっていただけると、なお

良いかなと思います。 

▶ 活動によってどのような風景が生まれるのかを

意識する｜他人の目を意識するというか、イベント

やプログラムをやっているときに、果たしてそれは

風景としてどう見られるのか、というのを意識でき

ると、非常に良いと思います。 

プロジェクトやイベントをやってみることの価値は、

「そこに目に見えて新たな風景が生まれる」という

ことなんですね。それは、言葉で説明することよりも

1 番強く、人に伝わるものです。 

その時に、「すごい良いな」「私もやってみたいな」

「こんなまちに住みたいな」と思ってもらえるよう

に、楽しそうな雰囲気を出したり、興味を持っていそ

うな人に話しかけたり、おしゃれなデザインを工夫

したりすると、とても効果的に風景をつくることが

できると思いますので、意識して取り組んでみてく

ださい。 

▶リスクは残しつつ、ハザードは取り除く｜プログ

ラムを実施する時には、“リスク”と“ハザード”という

考え方があります。 

リスクというのは、「あらかじめわかっている課題」

のことであり、忌避するものではなく、むしろ、その

ようなものがあった方が、乗り越えようとする力が

つきます。子どもに対しても、リスクがあることは、

どんどん遊びとして提供したら良いと思います。 

一方で、ハザードは目に見えない危険のことです。そ

れは、子どもたちも、もしくは大人たちでも、予期せ

ぬ危機というもので、それはあると困るものですね。

大きなトラブルになるので、ハザードは取り除き、リ

スクは残しておく。 

逆に、全部至れり尽くせりで、お客様として来ていた

だいて、その通り楽しんでもらうだけだと、つまらな

くなってしまうという難しさもあります。リスクを

残しつつ、ハザードを取り除いて、その上で魅力的な

プログラムにしてもらう、さらにそこに参加者の主

体性が乗るようなプログラムになっていくと良いな

と思っています。 

色々、宿題を出してしまいましたが、皆さんが楽しむ

こと、そして継続することが 1 番です。準備が少し

大変かもしれませんが、第 4 回の発表の時に、3 月

10 日のトライアルの話も聞かせてもらえるのも楽し

みにまた来たいと思います。今日はどうもありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶次回は 3 月 16 日（土） 

9:30〜12:00 です。（開場：9:00〜） 

チームごとに、検討してきたプロジェクトに

ついて地域のみなさんに発表します！ 

ぜひご参加ください！ 

※別途、まちづくりに関するセミナー（講演

会）の開催を予定しています。 


